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会議録要点記録 

                               □全部記録  ■要点記録 

１ 会議名       姫路市子ども・子育て会議（令和８年度第１回） 

２ 開催日時      令和８年７月３０日（木）  １５時００分～１７時００分 

３ 開催場所      姫路市役所 本庁舎 １０階 大会議室 

４ 出席者 ＜委 員＞ 姫路市子ども・子育て会議 委員１８名 

      ＜事務局＞ こども未来局長、こども育成部長、子育て支援室長、教育保育部長、こど

も総務課長、こども総務課主幹、こども支援課長、子育て支援室主幹、幼

保連携政策課長、こども保育課長、こども総務課課長補佐、こどもの未来

健康支援センター所長、保健所健康課長 

５ 傍聴人数  ０名 

６ 次第 

１ 開会 

２ 分科会委員及び分科会長職務代理者の確認 

３ 議題 

⑴ 姫路市こども計画「ひめじ こども・若者みらいプラン」実施状況について（令和７年度分）

【資料４～７】 

⑵ 児童館・児童センター再編実行計画の策定について【資料８】 

⑶ 放課後児童クラブの今後の施設確保方針について【資料９】 

⑷ 児童福祉法改正に伴う虐待発生時における対応等について【資料１０】 

４ 閉会 

７ 配布資料 

・会議次第 

・資料１ ：姫路市子ども・子育て会議委員名簿 

・資料２ ：姫路市子ども・子育て会議条例 

・資料３ ：姫路市子ども・子育て会議分科会委員名簿（案） 

・資料４ ：姫路市こども計画「ひめじ こども・若者 みらいプラン」に基づく具体的な取組

に関する令和７年度実績 

・資料５ ：姫路市こども計画「ひめじ こども・若者みらいプラン」の参考指標の推移（令和

８年３月３１日現在） 

・資料６ ：姫路市こども計画「ひめじ こども・若者みらいプラン」別冊１ 施策の体系にお

ける具体的な取組（令和８年度） 

・資料７ ：第３期姫路市子ども・子育て支援事業計画の実施状況について 

・資料８ ：児童館・児童センター再編実行計画の策定について 

・資料９ ：放課後児童クラブの今後の施設確保方針について 

・資料１０：児童福祉法改正に伴う虐待発生時における対応等について 
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８ 会議の要点内容 

  以下のとおり 

会長 １  開会（15:00） 

会長 ２ 分科会委員及び分科会長職務代理者の確認 

会長 

 

 

 

 

全委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

事務局 

 

３ 議題 

議題⑷は「姫路市情報公開条例」第７条各号に定める情報を含むため、「姫路市附属機

関等の会議の公開に関する指針」に則って、非公開とさせていただきたいと思うがよ

いか。 

 

（異議なし） 

 

⑴ 姫路市こども計画「ひめじ こども・若者みらいプラン」実施状況について（令

和７年度分）【資料４～７に基づき説明】 

 

O、１歳児ぐらいのお子さんが保育園に入りにくいというお話が多く、待機児童数は 19

名だが、入所保留者数の 611 名が実質だと思うし、ここをどうやっていくかというこ

とを市民は望んでいると感じている。 

また、ファミリーサポートについて、提供会員が 709 人いる中で、利用実績が 248 人

だったとの報告だが、利用が進んでいないのは安心して使いにくいということで、現

状とニーズの照らし合わせが必要だと感じている。 

また、子どもの運動環境について、最近は熱中症アラートがたくさん出て学童で全然

外で遊べない、体育館の利用ができないから室内にいるなど、何かその辺の連携がも

っと取れたら良いと思う。姫カツが始まるにあたって、たくさんの施設が必要になる

と思うが、自分の息子のことだがバスケットの会場が取りにくく、クーラーがついて

いない施設を借りて、熱中症のリスクを抱えながらやるしかないという現状があるが、

先生方からは、小学校、中学校の体育館の開放は、スポーツ庁のガイドラインでは営利

目的はだめだという明記はないけれど、実際に申し込むと、そういう利用はしていな

いという学校が多い。夏暑いし、スポーツすることで健全な心を育むと思うので、涼し

い中でスポーツ利用ができたら良いと思う。 

また、誰でも通園、一時保育について、車に乗れない人が多く、近くに利用できる施設

がないという人が多いので、施設数が増えると良いと思う。 

 

今のところ、利用定員は、利用数をかなり上回っているところだが、実質的な不足をど

うやって解消していくのかということについては、今ある施設に定員の変更であると

か、年齢の区分の変更を働きかけることで、ニーズと提供体制が合うように調整をし

ていきたい。 

 

一時保育と誰でも通園の施設について、市内に万遍なくあるわけではないので、より

使用しやすいように、施設を増やせるよう取り組んでいく。 
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事務局 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

ファミリーサポートセンターについて、援助を提供したい人と受けたい人をマッチン

グしているので、利用したい方が多いところでは、提供会員数が増えるよう進めてい

る。利用者の実態は、減っており、その理由としては、出生数が減っていることや、父

母の育児分担が進んでいることがあると分析しているが、利用したい方がいるところ

では、引き続き、増員していきたい。 

 

スポーツの関係のところだが、学童については、暑い時期なので体育館を使用してい

る。体育館は順次エアコンを設置しているところなので、教育委員会や校長会と話し

合いを進めて、子どもたちが安心して過ごせる体制に努める。 

あわせて、姫カツについてだが、現在、改革の推進という状態で、令和 10 年 10 月に

完全に開始するという形になっている。場所の提供というところも今進めいていると

ころで、本日いただいた意見については姫カツの部署に伝える。 

 

ファミリーサポートについて、提供会員を増やすというよりは使いたい人を増やす方

にシフトしていただきたい。市民の声としては、提供会員がいることは知っているが、

安心して使えると思っていないので、子どもを預けることができない。 

 

熱中症や紫外線対策等で保育園の園庭でも光が入らないようにシェードをするところ

も出てきている。戸外でスポーツをすることが難しい時代になっている。市内の施設

を増やしていかないと対応できないのではないか、現在のスポーツの難しい点だと思

う。 

 

施設整備については、公共施設等総合管理計画の方針もあるので、民間との連携も含

めて、市全体での検討課題だと考えている。 

 

こども・若者会議「ひめじ VOICE プロジェクト」のファシリテーター研修はどうだっ

たか。学生は何人ぐらい集まったのか。 

 

７月 12日にファシリテーター研修を行い、受講した学生は４名だった。来週月曜日か

ら始まる、本番の会議にサポートファシリテーターとして参加していただき、研修の

成果を発揮していただきたい。 

 

産後ケア事業について、資料ではサービスケアの周知が進んだことで利用者が増加し

て、必要とする方に支援を実施することができているとあるが、現場の助産師の感覚

としては、枠が全く足りなく、必要なタイミングで支援を届けられていない事態が起

きている。枠を増やす必要があると感じているが、実施施設自体が少ないとか、現場の

担当者だけでは 1 日にさばける数を増やせない現状があるので、空き施設の利用や助

産師を雇うなど産後ケアができる環境を整えることが必要だと感じている。 

 



4 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

産後ケアについては、令和７年度からユニバーサルサービスとなり、利用者がたくさ

ん増え、本当にサービスを受けたい方が受けられる事業に変わっている。姫路市の状

況としては、予約が取りにくいという連絡を受けることもあり、これからもっと利用

できる体制を整えていかなければいけないので、何か対策を検討していきたい。 

 

保育所・認定こども園における障害児等や医療的ケア児の受入れ状況について、令和

７年度の医療的ケア児が４名ということだが、この４名は何歳児なのか、また、保育施

設はどういったところを利用されているのか。 

 

１歳児が１人、３歳児が２人、４歳児が１人という状況で、保育所が１施設、こども園

が２施設となる。 

 

保育士が担当するのか。研修を受けて携わっているのか。 

 

看護師が常駐する施設もあるし、訪問看護で対応している施設もある。 

 

放課後児童クラブについて、支援員等研修を 11回実施しているということだが、具体

的にどういう内容をどこでやっているのか。 

 

放課後児童クラブの支援員の研修については、基本的には市で講師を手配し実施して

おり、要支援児童への対応に関する研修では社会福祉法人の先生に来ていただくなど、

様々な事務に関する研修を実施しているところである。 

 

医療的ケア児や要支援児童も増加していて、実際その方たちが放課後にどういう環境

にいるのか、支援員は医療ケアや感染対策、発達障害児への指導をどう対応されてい

るのか。 

 

先ほど説明した支援員の研修のほか、教員ＯＢのアドバイザー３名や、施設長、養護教

諭のＯＢ職員の方々が、支援員からの問い合わせがあった場合、各園を訪問するなど

適切なアドバイスを行っている。また、施設長会議を毎月開催し、児童クラブ毎の課題

を挙げ情報を交換、共有しながら、子どもたちの安全安心な環境づくりに努めている。

あわせて、医療的なところで感染等の流行期においても、適切な情報発信をして対応

しているところである。 

 

放課後児童クラブには、たくさんの子どもたちがいるので、発達障害の子もたくさん

おり、飛び出しや手に負えないときに学校が支援することになっている。そこで、危惧

しているのは、学校との連携で学校関係のアドバイザーと学校の先生はつながってい

るが、民営化になったとき、しっかりと同じように連携して対応できるのかと思って

いる。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

子どもたちの発達障害に関する市の施設だが、南の方はとても少なく足を運べず、そ

のままになってしまうケースが多いので、南の方にも作っていただけたら嬉しい。 

 

放課後児童クラブの民営化にあたっては、これまでの学校との連携について、どうい

った形で取り扱っていくのかいうことを、校長会の方々と話をさせていただき、それ

ぞれの役割と協力について整理しご説明したところである。民営化については、スタ

ートしたところなので、学校側からのご支援をいただいくこともあると思う。毎月、民

営化の事業者とミーティングをしっかり行っているので改善の必要なところがあれ

ば、その都度、情報共有し取り組んでいきたい。 

 

３ 議題 

⑵ 児童館・児童センター再編実行計画の策定について【資料８について説明】 

 

利用人数が増えているところ、本当に使っているところでは削減するわけではないと

思うので、全て 7.5％削るという意味ではないということでよろしいか。 

 

はい。役割そのものを無くすという訳はなく、時代や地域のニーズに合った形で再編

するということである。居場所機能や交流機能は維持していきたいが、一方で長期的

には少子化による利用者数の減少が見込まれるため、ダウンサイジングを前提とした

持続可能性を目指したい。 

 

兵庫県青少年本部では若者の健全育成事業を行っており、民間や NPO 団体が引きこも

りや不登校のほか普通の若者が気軽に安心して使用できる場所を提供しようというこ

とで居場所づくりを地域で展開しているので、そのネットワークづくりに取り組んで

いる。若者からお金を取って収益化していくことが難しい側面もあり、公共施設を民

間が運営していく取り組みも少しずつ出てきている。神戸市も公設民営での居場所の

運用があるので、姫路市でも同じような動きがあるのかと思った。我々で作っている

若者の居場所のマップには、姫路市のものはなく、なぜ姫路市はないのかと問い合わ

せもあるので、姫路市内の居場所を運営している団体とマッチングしてうまく運用し

ていただきたい。 

 

公共施設の場合は行政目的による使用の制限がある中で、神戸市が取り組んでいるよ

うな運用は有効であると認識している。姫路市においては課題となるので、官民一体

となって若者の居場所を提供していく仕組みを考えているところである。昨年度から

実施している「こども・若者会議ひめじ VOICEプロジェクト」の中でも、勉強スペース

を増やしてほしいという居場所に関する提言があったので、子どもたちが公共施設を

どのように利用をしたいのかニーズを把握していきたい。 

 

中高生の居場所として利用が拡大することはポジティブに捉えている中で、ハード部

分が非常に大きいが利便性だけが上がっていくことを中高生が期待しているわけでは



6 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

ないと思うので、ソフト部分もしっかりと検討しながら設計していくことが非常に重

要である。今、児童館は子育てや幼児、小学生の居場所というところの機能が大きく、

中高生も受け入れるとなると現場のスタッフには厳しいものがあると思うので、ソフ

ト部分をしっかりと検討いただきながら中高生の利用拡大を進めていただきたい。 

 

子どもの居場所づくりについては、こども家庭庁も取り組んでいく項目として示され

ているので、国の動向も踏まえながら、ソフト部分についてもしっかりと対応してい

きたい。 

 

児童館は中高生が来にくい環境であると注目されるが、18 歳まで利用できるというこ

とを皆さんご存知ないので、ソフト面も充実させて若者が集まる場所を作っていただ

きたい。 

 

３ 議題 

⑶ 放課後児童クラブの今後の施設確保方針について【資料９について説明】 

 

民営化が進んでいるがしっかりと業者を選ぶよう考えていると思う。子どもたちのお

やつも本当に大事なことなので細かいどういうサービスが提供できるのかということ

を考えながらやっていると思う。 

 

続いて、議題⑷に移るが、非公開とするので傍聴者は退出願いたい。 

議題⑷の資料１０を事務局より配付する。 

 

３ 議題 

⑷ 児童福祉法改正に伴う虐待発生時における対応等について【資料１０について

説明】 

 

議題⑷は非公開のため、会議録は公表しない 

 

事務局 ４ 閉会（17:00） 

 


